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研究成果の概要（和文）：ウエブ検索エンジンは、現代社会において既に、ネット上の情報を検索するためのツールと
して欠くべからざるものとなっており、世界中の人々が多くこれを用いてネット情報の検索を行っている。現状のウエ
ブ検索エンジンは、入力したキーワード語を含むウェブページを検索するものであり、多様な検索意図をもつ検索要求
には答えられないという欠点がある。本研究では、検索意図として、典型性・稀少性、斬新性・意外性、客観性・主観
性、具体性・抽象性、理解容易性、信頼性等に注目し、このような検索意図をもつ検索を実現するために必要となる検
索方式を開発した。

研究成果の概要（英文）：Web search engines are now indispensable IT tools for people in our society to 
search for information on the Internet. Conventional search engines, however, just facilitate to find Web 
pages that contain keywords specified by users. On the other hand, people usually have a variety of 
search intents, for example, "they wish to find a typical/novel/objective/concrete/comprehensive/credible 
information on certain topics". In this research, we first investigate search intents, and explored 
search algorithms suitable for these various search intents.

研究分野： 情報検索
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１．研究開始当初の背景 
 
ウエブ（World Wide Web、以下Webと略記）
上で発信される情報は、社会、経済、政治、
文化、学術、日常生活など、社会のあらゆる
方面における重要な情報源となっており、
Web 検索エンジンは、Web データにアクセ
スするために欠くことのできない基盤技術
となっている。 
従来の Web 検索エンジンや検索サービスで
は、利用者の検索質問は検索語で表現され、
入力された検索語を含む Web 文書が結果と
して返されるが、検索結果が大量であり、そ
のため何らかの評価指標によって検索結果
を順位付け（ランキング）するための技術が
不可欠となっている。 
一方、利用者の検索要求や検索意図は極めて
多様である。Google等で採用されている、ク
エリと文書内容の類似性や、人気度（多くの
他文書からの参照リンクを受けている度合
いを人気度ととらえる）にもとづくランキン
グだけでは、利用者の多様な検索意図に応え
ることが難しい。実際、現行の Web 検索エ
ンジンでは、例えば、京都観光という検索質
問に関して、「典型的な文書」、「重要な話題
を網羅している文書」、「理解しやすい文書」、
「具体的な記述を含む文書」を求めるといっ
た検索要求に応えるのは困難である。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、ウエブ情報検索における多
元的な検索意図指標の確立、各検索意図指標
にもとづく検索方式、および、検索質問（ク
エリ）やユーザインタラクションに基づく検
索 意 図 の 自 動 検 出 （ Search-Intent 
Detection）方式を開発することである。 
検索意図指標として、従来から用いられてい
るクエリと文書間の類似度や人気度
(popularity)に加えて、典型性(typicality)、
多 様 性 （ diversity ）、 理 解 容 易 性
(comprehensibility)、具体性 (concreteness)
など、多様な検索意図指標とその検出方法を
開発するとともに、これらに応じた効果的・
効率的な検索が可能となる情報検索モデル
と検索方式を開発する。 
 
３．研究の方法 
 
検索意図指標（正解判定指標）として、文書
の、クエリ類似性、人気度、典型性、多様性、
理解容易性、具体性など、多様な指標概念の
確立を目標に、Web 検索エンジンの利用者の
検索意図の調査研究、これらの多様な検索意
図指標に応じた検索・ランキング方式の開発、
および、人・システムの相互作用にもとづき
検索者の検索意図推定の方式研究を行う。	 
	 
４．研究成果	 
	 

（１）検索意図指標の確立	 

本研究では、Saracevic[1]の研究をもとに、
情報検索の「検索要求(意図)」を、上図のよ
うに再分類した。	 
ここで、内容型検索要求とは、文書の内容に
関する検索要求であり、クエリに書かれた話
題（キーワード）と類似の話題の文書を検索
したいという検索要求（トピック適合）と、
指定した認知的特性を備えている文書を検
索したいという検索要求（認知的適合）であ
る。前者は、従来の情報検索における狭義の
適合性にあたり、後者は、「理解しやすい」、
「客観的」、「信頼できる」等といった認知的
な特性を備えている文書を検索するという
検索要求である。	 
状況型検索要求とは、問題解決を目的とする
ような検索であり、検索クエリはそのユーザ
の達成目標や状況を記述したものとなる。例
えば、「パソコンに習熟する」というタスク
を達成するための方法を検索する場合や、
「子供の誕生日にふさわしいレシピ」を検索
するような状況アウエアな検索が相当する。	 
社会認知型検索要求とは、文書（情報）に対
する社会的な認知性に基づいて検索する場
合が相当する。例えば、「人気のある観光地」、
「典型的な観光地」、「意外な観光地」等の検
索である。	 
集約型検索要求とは、上記の 3種の検索要求
の検索を行って得た結果をさらに「集約」し
た情報を最終的に求めるような検索がこれ
にあたる。例えば、「最も人気のある観光地」、
「信頼できるホテル Aの評価」等の検索がこ
れにあたる。	 
	 
（２）検索意図指標に応じた検索方式の開発	 
（２−１）内容型検索要求	 
理解容易性（分かり易さ）等の認知的適合性
に基づく検索を実現するために、クエリで用
いるキーワードを（決定木を用いた）機械学
習により発見する基本的な手法を開発し、
WWW2014、ACM	 SIGIR2014 等のトップコンファ
レンスで発表した。この手法は、認知的に適
合する文書としない文書を訓練データとし
て機械学習（決定木）を行い、得られた決定
木を用いて元のクエリを拡張するものであ
る。下図にその適用例を示す。	 
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種々の認知的な検索意図に応じて、本手法で
発見出来たキーワード語を以下の表で示す。	 
	 

	 
（２−２）状況型検索要求	 
問題解決を目的とする検索では、ユーザの検
索要求はそのユーザの達成目標を記述した
もの（例えば、「パソコンに習熟する方法が
知りたい」、「ギターを売却したい」）や、そ
のユーザの状況を記述したものになる。また、
その検索解も問題解決を行うための方法に
関する情報(例えば、「パソコンの基本操作を
学ぶ」、「オフィスソフトの使い方を学ぶ」や
「中古ギターを購入する業者を探す」など)
となる。すなわち、「○○を△△する」とい
う形のタスクそのものがクエリとなり、検索
解もこのタスクを達成するためのタスク群
が解となる。このような状況型検索をタスク
検索と呼ぶと、タスク検索においては、元の
検索要求タスクのパラフレージング（例えば、
「パソコン、習熟」という元の検索要求に対
して、「PC、マスター」等のパラフレーズ表
現の検索）が必要となるが、さらに、それに
加えて、入力タスクを遂行するのに必要とな
る動作名やオブジェクト名による検索語の
置き換えが重要となる。これは、元のタスク
の動作・動詞と含意（entailment）関係にあ
る動作・動詞（「習熟」に対して「学習」な
ど）や、元のタスクの主体客体を逆転させた
動作・動詞を発見（「売却」に対して「購入」
など）し、このような動作名・動詞で検索質
問を変換することに対応する。	 
本研究では、このようなタスク検索を実現す
るために、与えられたクエリから適切なクエ
リ語群をブートストラップ検索で発見する
方式を開発した。ブートストラップ検索では、
冗長なクエリ語（redundant	 terms）や意味
的に不適切なクエリ語（semantic	 drift	 
terms）までもが検索されてしまうという問
題が起こるため、これに対して、検索された
語群の多様性分析を行うことで解決した。	 
	 

（２−３）社会認知型検索要求	 
語の認知度と語間の関係の非典型度を用い
て Wikipedia から「意外」な情報を発見する
検索方式を開発した。	 
	 
（２−４）集約型検索要求	 
検索結果のページの典型性計算については、
認知心理学分野の Barsalou の提唱する 3 種
の典型性[2]（CT 典型性：類似したオブジェ
クトが多いオブジェクトほど典型的、I 典型
性：あるカテゴリが究極的に満たすべき状態
を満たしているオブジェクトほど典型的）、
FOI 典型性：多くの人間が認知しているオブ
ジェクトほど典型的）に対応する計算方式を
開発した。	 
検索結果のページの信頼度を算出するため
に、その情報源・情報発信者・情報内容・情
報の観点がどの程度多様であるかを計算す
る方式を開発した。多様性計算は、直観的に
は、「多様な情報発信者・情報源から言及・
参照されている情報は信頼できる」という仮
説に基づき、収集されたデータの発信者多様
性などを計算するものである。例えば、ユー
ザ個人個人が発信する（宿泊施設，グルメ，
観光地，映画等の）レビュー情報は、現在は
ISP 側で頻度別集計してユーザに提示されて
いるが、レビューした発信者のプロファイル
やレビューの観点の多様性は無視されてい
る。本研究では、情報発信者・情報源の多様
性を、相違性（disparity 多様性）、均衡性
（balance 多様性）、多種性（variety 多様性）
等の種々の多様性尺度に基づいて分析する
手法を開発した。	 
	 
（３）検索行動分析による検索意図抽出	 
	 
質問応答サイトの情報や Web 広告情報から検
索意図に関わる情報を抽出する方式、検索結
果や該当ページに対するユーザの視線情報
を分析して検索意図を推定する方式、ユーザ
のクエリ履歴を分析してクエリの修正を予
測する方式、ユーザの検索スキルと事前知識
に着目して検索行動とユーザの検索タスク
満足度の関係性を分析する方式、検索システ
ム側からユーザに適切な質問を行う事でユ
ーザの検索目標を明確化する方式などを開
発した。	 

ユーザの視線情報を分析して検索意図を推
定する画面を上図に示す。ここでは、ユーザ
の検索クエリはイタリアの観光地 capri であ
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るが、ユーザの視線は、主に宿泊施設（ホテ
ル）の部分に集中していることから、ユーザ
の検索意図を、イタリアの観光地の宿泊施設
であると推定している。	 
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